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て
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木
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弓
四三三一
は
じ
め
に
「
飯
豊
神
社
」
と
「
飯
豊
山
神
社
」
飯
盛
山
登
拝
の
構
造
む
す
び
lま
じ
め
従
来
、
山
岳
信
仰
に
関
す
る
研
究
は
、
様
々
な
方
向
か
ら
行
な
わ
れ
て
き
た
。
そ
れ
ら
の
研
究
の
多
く
は
、
そ
の
対
象
の
扱
い
方
に
よ
り
、
歴
史
学
的
研
究
と
非
歴
史
学
的
研
究
に
大
別
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
後
者
の
立
ハ
I
V
場
か
ら
信
仰
現
象
そ
の
も
の
を
問
題
と
し
、
山
岳
信
仰
の
一
形
態
で
あ
る
「
山
岳
登
拝
」
の
仕
組
み
を
、
信
者
の
信
仰
の
場
面
の
分
析
よ
り
探
る
こ
と
に
す
る
。
イ
イ
ヂ
こ
こ
で
扱
う
事
例
は
、
福
島
・
山
形
・
新
潟
の
三
県
に
跨
る
、
飯
豊
連
峰
に
お
け
る
登
拝
現
象
で
あ
る
。
但
し
、
飯
豊
山
に
関
す
る
信
仰
現
象
を
総
称
し
て
「
飯
豊
山
信
仰
」
と
呼
ぶ
場
合
、
そ
の
中
に
は
、
登
拝
の
他
に
講
の
祭
り
や
飯
豊
山
神
社
の
祭
り
も
含
ま
山
岳
信
仰
の
構
造
(
2
)
 
れ
る
の
で
あ
る
が
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ら
は
考
察
の
対
象
か
ら
除
外
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
連
峰
は
、
東
北
地
方
に
は
数
少
な
い
二
、
0
0
0
m
級
の
山
々
が
集
ま
っ
た
一
大
山
塊
で
あ
り
、
そ
の
中
心
と
な
る
飯
豊
山
(
3
)
 
(二、一
O
五
m
)
の
山
頂
に
は
、
昔
か
ら
神
社
が
柁
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
現
在
で
も
夏
季
の
一
カ
月
聞
は
宮
司
が
常
駐
し
て
お
り
、
数
こ
そ
少
な
い
が
一
般
登
山
者
に
交
っ
て
登
拝
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
の
登
拝
は
、
戦
前
ま
で
は
盛
ん
に
見
ら
れ
、
飯
豊
山
を
囲
む
前
述
三
県
か
ら
登
拝
者
を
集
め
て
い
た
。
そ
の
主
要
ル
l
卜
と
し
て
は
、
表
参
道
と
し
て
の
、
会
津
の
一
ノ
木
口
(
福
島
県
耶
麻
郡
山
都
町
、
旧
一
ノ
戸
口
)
と
、
米
沢
道
等
と
呼
ば
れ
た
岩
倉
口
(
山
形
県
西
置
賜
郡
飯
豊
町
)
が
あ
げ
ら
れ
る
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
こ
の
う
ち
一
ノ
木
口
を
中
心
に
、
飯
豊
山
の
登
拝
現
象
を
考
察
す
る
。
二
、
「
飯
豊
神
社
」
と
「
飯
豊
山
神
社
」
飯
豊
山
の
歴
史
は
、
今
尚
明
確
で
は
な
い
。
し
か
し
、
現
在
麓
の
飯
豊
山
神
社
(
飯
豊
山
逢
拝
所
)
に
保
管
さ
れ
て
い
る
、
も
と
の
本
地
仏
、
五
大
虚
空
蔵
菩
薩
坐
像
五
艦
が
、
鎌
倉
期
の
作
と
し
て
県
重
文
に
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
か
ら
、
遅
く
と
も
鎌
倉
、
一
説
に
よ
る
と
奈
良
朝
の
昔
か
ら
聞
か
れ
て
い
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
飯
豊
山
は
、
明
治
期
の
神
仏
分
離
を
境
に
、
山
頂
に
鎮
座
す
る
神
社
の
名
称
に
変
化
を
生
じ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
神
仏
分
離
以
前
の
「
飯
豊
神
社
」
と
、
そ
れ
以
後
の
「
飯
豊
山
神
社
」
で
あ
る
。
以
下
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。
(→ 
「
飯
豊
神
社
」
飯
豊
神
社
「
飯
豊
神
社
」
に
つ
い
て
、
寛
文
六
年
(
一
六
六
六
)
に
完
成
し
た
『
会
津
風
土
記
』
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
〈
5
)
在
三
山
頂
一
王
子
二
王
子
三
王
子
四
王
子
五
王
子
-
謂
=
之
五
社
権
現
-
こ
れ
か
ら
わ
か
る
如
く
、
当
時
、
神
社
に
は
神
仏
の
習
合
し
た
「
五
社
権
現
」
が
柁
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
を
具
体
的
に
い
う
な
ら
ば
、
一J
王
子
大
権
乱
法
界
虚
空
蔵
一
)
王
子
大
権
昭
和
金
剛
虚
空
蔵
二
)
主
五
宝
光
凪
王
ヱ
い
蓮
華
五
一
土
z
v
b
配
虚
空
蔵
菩
薩
向
)
と
い
っ
た
、
智
恵
を
授
け
関
連
を
約
束
す
る
虚
空
蔵
仏
が
、
一
ノ
王
ヱ
い
味
銀
高
彦
根
命
市
一
鍛
瑚
湘
一
)
王
ヱ
い
下
照
姫
命
=
)
王
ヱ
い
都
味
歯
八
重
事
代
主
命
問
中
王
ヱ
ぃ
高
照
光
姫
大
神
命
五
王
ヱ
い
御
井
町
の
よ
う
な
、
農
業
に
関
係
の
深
い
神
々
に
蚤
迩
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
「
飯
豊
神
社
」
の
起
源
は
不
明
で
あ
る
が
、
『
会
津
正
統
記
』
に
収
録
さ
れ
た
、
「
奥
州
会
津
耶
麻
郡
百
木
郷
一
戸
邑
飯
豊
山
開
基
縁
起
」
に
よ
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
-
-
今
歳
(
白
縦
一
一
一
年
引
用
者
註
)
有
レ
告
霊
夢
智
道
和
尚
比
僧
大
唐
青
龍
寺
A
b
h
J
角
今
歳
十
九
品
一
一
明
日
山
者
-
両
人
比
払
臨
:
i
札
日
尊
通
園
邸
J
事
也
大
和
国
葛
城
里
来
ノ
ノ
山
形
如
=
飯
豊
盛
-
依
ν
之
号
=
飯
豊
山
d
其
後
経
七
十
九
年
養
老
四
年
庚
申
会
津
今
大
沼
郡
雀
林
邑
法
用
寺
住
僧
昼
ν
勤
ユ
別
嘗
職
-
俗
エ
モ
ノ
を
ユ
テ
一
日
人
一
向
不
詣
道
路
甚
荒
石
洞
風
雪
大
廃
自
ν
夫
人
皇
九
拾
六
代
光
厳
院
御
宇
正
慶
二
年
世
間
酉
会
津
下
荒
井
邑
蓮
華
寺
住
僧
祖
元
ノ
ニ
ノ
タ
ユ
ノ
ハ
エ
シ
リ
出
羽
国
永
井
荘
園
満
寺
住
持
行
尊
同
夜
得
-
一
雷
同
夢
日
再
山
道
関
一
ノ
戸
口
巴
建
=
鳥
井
-
道
関
数
順
路
前
同
自
ν
是
下
荒
井
蓮
華
寺
為
先
一
戸
ス
ノ
ノ
ハ
ノ
ノ
シ
リ
ノ
ヨ
リ
達
別
賞
此
頃
国
主
黒
川
葦
名
遠
江
守
平
盛
員
也
其
時
旧
事
赴
法
用
寺
住
僧
訴
=
公
儀
-
但
天
文
八
年
巳
哀
従
ν
夫
時
太
守
葦
名
盛
舜
委
細
A
E
議
上
右
康
之
盲
上
有
付
法
用
寺
別
賞
職
被
ニ
相
止
-
自
今
以
後
蓮
華
寺
被
御
付
其
時
住
僧
宝
泉
坊
大
僧
都
祐
順
也
以
来
可
ν
ト
レ
ノ
ル
ユ
モ
ス
ノ
ノ
ー
ヨ
リ
為
三
別
賞
-
判
形
状
賜
ν
之
是
蓮
華
寺
重
宝
也
然
又
々
中
絶
俗
人
不
ν
詣
道
廃
干
ν
時
文
禄
四
年
乙
未
其
時
太
守
蒲
生
飛
弾
守
氏
郷
為
=
ト
ノ
ス
ノ
ト
ヨ
リ
Z
ル
ノ
エ
テ
ス
下
知
日
蓮
華
寺
住
僧
有
明
以
=
前
向
夫
-
開
路
自
ν
且
疋
四
郡
人
民
移
敷
八
月
云
節
九
月
至
節
迄
三
日
行
浄
衣
参
詣
自
ν
夫
御
山
繁
昌
五
穀
ヲ
豊
鏡
福
高
延
命
守
護
神
也
:
-
目
山
岳
信
仰
の
構
造
二
回
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
内
容
の
記
述
は
、
他
の
文
献
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
例
え
ば
『
飯
豊
神
社
之
景
』
の
場
合
は
、
以
上
の
内
容
の
他
、
役
小
角
等
の
開
山
後
に
、
行
基
、
空
海
等
の
高
徳
の
師
が
修
行
に
来
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
述
の
如
く
、
役
小
角
、
行
基
、
空
海
等
の
引
用
は
、
多
く
の
寺
社
縁
起
に
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
と
の
真
偽
は
別
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
記
述
は
、
縁
起
の
作
者
の
中
に
修
験
者
の
介
在
を
推
定
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
こ
れ
を
伝
え
て
き
た
信
者
達
に
と
っ
て
ハ
9
)
は
、
高
徳
の
師
の
追
体
験
を
す
る
手
掛
り
と
見
な
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
前
述
の
如
く
、
縁
起
の
真
偽
は
定
か
で
は
な
い
が
、
文
禄
四
年
(
一
五
九
五
)
の
件
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
資
料
が
、
こ
れ
を
「
飯
豊
山
の
中
興
」
と
認
め
て
い
る
。
例
え
ば
、
会
津
側
の
文
書
で
は
、
四
年
乙
未
ハ羽》
下
荒
井
蓮
華
寺
住
宥
明
因
=
氏
郷
命
-
開
=
於
飯
豊
山
路
-
中
日
-
輿
於
廃
絶
-
到
ν
今
為
-
一
別
賞
-
也
と
あ
り
、
ま
た
、
山
形
側
の
文
書
に
も
、
れ
ん
げ
イ
寺
五
代
前
之
先
師
宥
明
法
印
中
興
関
山
仕
度
由
、
氏
郷
江
被
ν
致
=
一
百
上
4
候
得
は
、
無
=
相
違
“
別
賞
職
被
=
下
置
-
候
ニ
付
ハロ)
而
三
ヶ
年
之
閉
塞
=
粉
骨
-
飯
豊
山
道
被
=
切
開
日
由
。
候
と
い
っ
た
記
述
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
一
方
、
別
当
を
し
た
と
さ
れ
る
寺
の
地
元
で
は
、
今
尚
そ
れ
が
事
実
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
詳
細
は
不
明
だ
が
、
飯
豊
山
の
別
当
職
は
、
転
々
と
代
わ
り
な
が
ら
、
中
輿
以
後
は
蓮
華
寺
に
落
着
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
さ
て
こ
の
蓮
華
寺
は
、
現
在
の
北
会
津
郡
北
会
津
村
下
荒
井
に
あ
っ
た
醍
醐
報
恩
院
末
の
真
言
寺
院
で
、
当
山
派
修
験
に
属
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
同
寺
は
明
治
元
年
に
廃
寺
と
な
り
、
同
二
O
年
に
焼
失
し
た
た
め
記
録
類
は
一
切
な
く
、
ま
た
、
会
津
地
方
の
当
山
派
修
験
の
動
向
に
も
不
明
な
点
が
多
い
た
め
、
当
時
の
詳
細
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
、
『
会
津
鑑
』
所
収
の
「
蓮
華
寺
伝
」
や
、
『
新
編
会
津
風
土
記
』
の
蓮
華
寺
の
項
を
参
照
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
寺
は
初
め
鎌
倉
雪
下
に
聞
か
れ
、
芦
名
直
盛
の
移
封
に
従
っ
て
康
暦
元
年
(
一
三
七
九
)
に
此
地
に
建
立
さ
れ
た
も
の
と
い
う
。
そ
し
て
、
(
阻
〕
昔
は
繁
昌
の
寺
院
に
て
塔
頭
も
六
坊
あ
り
、
天
正
日
の
兵
焚
に
逢
て
次
第
に
お
と
ろ
へ
所
々
に
移
?
:
と
あ
る
如
く
、
天
正
一
七
年
(
一
五
入
九
)
の
、
芦
名
、
伊
達
の
合
戦
を
機
に
勢
力
が
表
え
た
と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
記
述
が
正
し
い
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
蓮
華
寺
が
「
飯
豊
神
社
」
の
別
当
と
な
っ
た
の
は
、
寺
の
勢
い
が
衰
え
て
か
ら
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
芦
名
氏
と
関
係
の
あ
っ
た
蓮
華
寺
で
は
あ
る
が
、
以
後
の
藩
主
達
か
ら
は
「
飯
豊
神
社
」
の
別
当
と
見
な
さ
れ
、
充
分
保
護
さ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
知
行
五
O
石
は
、
蒲
生
秀
行
が
慶
長
六
年
こ
六
O
二
)
に
寄
進
し
て
以
来
、
加
藤
氏
、
保
科
氏
(
後
の
松
平
氏
)
を
通
じ
、
幕
末
に
至
る
ま
で
寄
進
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
厚
遇
に
対
し
「
飯
豊
神
社
」
の
側
で
は
、
「
飯
豊
山
権
現
」
或
い
は
「
遼
華
寺
」
の
名
前
で
、
藩
主
の
病
気
平
癒
等
の
祈
祷
を
行
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
元
禄
九
年
こ
六
九
六
)
に
な
る
と
、
蓮
華
寺
は
会
津
真
言
四
カ
寺
の
支
配
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
、
そ
れ
に
伴
な
い
「
飯
豊
神
社
」
の
別
当
も
輪
番
に
な
っ
た
と
い
う
。
た
だ
、
遅
く
と
も
一
九
世
紀
初
頭
に
は
再
び
蓮
華
寺
が
別
当
と
な
り
、
以
後
明
治
元
年
に
廃
寺
と
な
る
ま
で
、
「
飯
豊
神
社
」
は
当
山
派
に
属
す
る
蓮
華
寺
に
よ
り
管
理
さ
れ
、
多
く
の
信
者
を
集
め
て
い
た
と
さ
れ
る
。
ο 
「
飯
豊
山
神
社
」
い
わ
ゆ
る
神
仏
分
離
政
策
が
徹
底
す
る
ま
で
に
、
全
国
ど
こ
で
も
数
ヶ
年
を
要
し
た
と
い
わ
れ
る
。
飯
豊
山
の
場
合
、
大
属
官
に
よ
る
神
社
検
閲
は
、
明
治
六
年
に
行
な
わ
れ
た
。
明
治
元
年
以
降
、
こ
の
年
ま
で
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
明
治
四
年
六
月
調
べ
山
岳
信
仰
の
構
造
五
ーノ、
(
m
m
)
 
の
『
若
松
県
神
社
調
査
』
に
よ
る
と
、
「
郷
社
飯
豊
社
」
と
あ
り
、
蓮
華
寺
最
後
の
住
職
、
飯
山
智
康
氏
が
神
官
の
任
に
あ
た
っ
て
い
た
。
こ
の
間
は
、
恐
ら
く
神
仏
分
離
は
徹
底
し
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
、
検
閲
を
終
え
た
明
治
六
年
に
な
っ
て
、
初
め
て
洞
官
と
洞
掌
が
任
命
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
遅
く
と
も
こ
の
年
よ
り
社
名
が
「
飯
豊
山
神
社
」
と
改
め
ら
れ
、
以
後
仏
教
的
な
も
の
は
排
除
さ
れ
、
神
道
の
管
理
下
に
人
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
際
、
祭
神
は
「
飯
豊
神
社
」
の
五
神
が
そ
の
ま
ま
紀
ら
れ
て
い
た
が
、
次
に
述
べ
る
昇
格
を
機
に
大
国
主
命
が
加
わ
り
、
現
在
に
至
る
ま
で
六
神
が
杷
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
神
社
は
、
常
に
専
任
の
神
職
を
持
た
な
い
の
で
あ
る
が
、
社
格
制
の
あ
っ
た
時
代
に
は
、
初
め
は
郷
社
、
そ
し
て
明
治
三
一
年
に
は
県
社
へ
と
昇
格
し
た
。
昇
格
の
最
大
の
理
由
は
、
信
者
数
の
増
大
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
直
接
的
原
動
力
と
な
っ
た
も
の
は
、
明
治
一
五
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
「
飯
豊
山
講
社
」
に
よ
る
組
織
化
の
成
功
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
講
社
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
、
講
社
結
成
の
願
書
に
よ
る
と
次
の
よ
う
に
あ
る
。
-
・
従
来
飯
豊
山
講
中
ト
称
シ
御
管
内
ハ
勿
論
奥
羽
越
後
之
国
々
ニ
存
γ
数
万
戸
結
成
相
成
居
候
処
其
方
法
一
定
ナ
ラ
ス
旦
方
今
御
成
規
一
一
不
適
当
ノ
儀
モ
有
之
候
ニ
付
今
般
大
教
院
ノ
教
会
大
意
ニ
基
キ
更
正
仕
度
:
・
:
又
、
講
社
名
簿
の
緒
言
に
は
、
要
ス
ル
ニ
衆
心
一
致
神
明
ニ
依
頼
シ
テ
之
力
冥
助
ヲ
仰
カ
サ
ル
へ
カ
ラ
ス
故
ニ
今
本
社
教
会
ヲ
振
起
シ
従
前
ノ
講
中
ヲ
麓
正
シ
普
ク
講
社
ヲ
結
ヒ
相
互
ニ
親
臨
V
テ
共
ニ
冥
助
ヲ
祈
-
フ
γ
ト
欲
旦
吾
社
中
タ
ル
モ
ノ
各
自
敬
神
尊
皐
ヲ
旨
ト
シ
家
業
ヲ
勉
励
シ
風
俗
ヲ
正
γ
善
良
ヲ
普
ク
天
下
ニ
及
ホ
シ
共
ュ
吾
大
教
ヲ
披
張
セ
ン
事
ヲ
希
望
ス
・
・
:
・
と
あ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
「
飯
豊
山
講
社
」
と
い
う
の
は
、
「
飯
豊
神
社
」
の
時
代
に
あ
っ
た
講
中
が
、
神
仏
分
離
を
機
に
統
一
を
欠
く
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
そ
の
よ
う
な
組
織
を
神
道
の
立
場
か
ら
再
統
合
し
よ
う
と
す
る
意
志
の
も
と
に
、
神
社
側
か
ら
結
成
し
た
組
織
な
の
で
あ
る
。
こ
の
講
社
の
具
体
的
組
織
に
つ
い
て
は
、
同
じ
く
講
社
名
簿
か
ら
、
「
神
主
」
を
頂
点
に
、
「
事
務
員
」
、
「
先
導
」
、
「
信
者
」
と
い
っ
(mv 
た
ヒ
ラ
フ
ル
ヒ
ー
が
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
た
だ
前
述
の
如
く
、
「
神
主
」
は
兼
任
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
の
組
織
の
実
質
的
な
中
枢
は
、
「
事
務
員
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
、
一
ノ
木
の
宿
屋
の
主
人
達
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
宿
屋
の
家
系
に
は
、
特
に
修
験
者
と
の
関
係
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
彼
ら
は
春
に
な
る
と
馴
染
み
の
信
者
を
訪
問
し
、
あ
た
か
も
御
師
の
よ
う
な
機
能
を
泉
〔四、
し
て
い
た
。
次
の
「
先
導
」
と
は
、
い
わ
ゆ
る
先
達
の
こ
と
で
、
神
社
と
信
者
の
パ
イ
プ
役
を
果
し
て
い
た
。
こ
れ
に
は
、
多
く
は
宿
屋
の
主
人
を
保
証
人
に
立
て
、
そ
の
信
仰
の
篤
い
こ
と
を
神
社
よ
り
認
め
ら
れ
た
者
が
、
「
先
導
鑑
札
証
」
を
授
与
さ
れ
て
初
め
て
な
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
先
導
と
な
っ
て
後
は
、
保
証
人
と
な
っ
た
宿
屋
を
定
宿
と
し
、
自
分
の
部
落
か
ら
の
登
拝
の
指
導
に
あ
た
っ
て
い
た
。
以
上
の
よ
う
に
、
近
世
来
の
組
織
の
再
組
織
化
を
目
指
し
て
き
た
「
飯
豊
山
講
社
」
で
あ
る
が
、
大
正
四
年
に
、
そ
れ
ま
で
厳
格
〔
れ
〉
(
担
V
に
守
ら
れ
て
き
た
女
人
禁
制
を
破
っ
て
女
性
が
登
山
を
し
、
又
こ
の
頃
以
後
、
飯
豊
山
の
観
光
化
が
各
方
面
で
提
唱
さ
れ
、
近
代
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
の
波
を
受
け
る
よ
う
に
な
る
と
、
そ
の
活
動
は
次
第
に
鈍
く
な
っ
て
き
た
。
そ
し
て
講
社
の
事
実
上
の
活
動
は
、
第
二
次
大
戦
を
境
に
ほ
ぼ
停
止
b
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
以
後
昭
和
二
一
O
年
を
過
ぎ
て
か
ら
は
、
講
組
織
で
の
登
拝
は
め
っ
き
り
少
な
く
な
り
、
現
在
で
は
ほ
と
ん
ど
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
こ
の
こ
と
は
、
飯
豊
山
登
拝
が
完
全
に
消
滅
し
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
事
実
、
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
ま
で
の
講
と
は
違
っ
た
集
団
で
の
、
或
い
は
個
人
的
な
登
拝
が
今
尚
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
下
そ
の
よ
う
な
事
例
を
参
考
に
、
飯
豊
山
登
拝
の
分
析
を
試
み
る
こ
と
に
す
る
。
山
岳
信
仰
の
構
造
七
八
三
、
飯
豊
山
霊
拝
の
構
造
こ
こ
で
は
、
前
述
し
て
き
た
歴
史
的
経
過
を
前
提
と
し
つ
つ
、
「
飯
豊
山
神
社
」
の
時
代
に
お
け
る
、
飯
豊
山
登
拝
の
構
造
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
際
資
料
と
す
る
も
の
は
、
筆
者
が
昭
和
五
二
年
以
来
行
な
っ
て
い
る
実
地
調
査
や
、
聞
き
取
り
調
査
、
及
び
文
献
資
料
等
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
も
の
が
中
心
と
な
る
。
←) 
登
拝
の
実
態
ま
ず
初
め
に
、
一
ノ
木
の
も
と
宿
屋
に
残
る
宿
帳
を
も
と
に
し
て
、
登
拝
の
概
要
を
ま
と
め
て
み
る
。
宿
屋
数
は
、
最
盛
期
で
一
O
軒
程
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
は
現
在
一
軒
も
営
業
し
て
い
な
い
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ら
の
う
ち
で
も
遅
く
ま
で
営
業
し
て
い
た
、
比
較
的
規
模
の
大
き
い
四
軒
の
宿
帳
が
そ
の
資
料
と
な
る
。
そ
れ
ら
か
ら
知
れ
る
信
仰
圏
は
、
会
津
盆
地
内
の
各
部
落
、
奥
会
津
、
二
本
松
か
ら
白
河
に
至
る
中
通
り
地
方
、
新
潟
県
の
東
蒲
原
郡
、
そ
し
て
米
沢
盆
地
と
広
が
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
人
々
は
、
先
に
触
れ
た
よ
う
に
先
導
と
宿
屋
と
が
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
た
た
め
、
中
通
り
地
方
は
仙
道
屋
、
会
津
盆
地
と
奥
会
津
は
田
中
新
八
宅
と
い
っ
た
ふ
う
に
、
地
域
に
よ
り
宿
泊
す
る
宿
屋
は
ほ
ぼ
決
ま
っ
て
い
た
。
登
拝
す
る
人
の
具
体
像
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
如
く
、
大
正
初
期
ま
で
女
人
禁
制
が
厳
守
さ
れ
て
い
た
之
と
も
あ
っ
て
男
に
限
ら
れ
て
お
り
、
公
務
員
、
商
人
、
僧
侶
等
が
混
じ
る
も
の
の
、
そ
の
大
部
分
は
農
民
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
登
拝
時
の
年
令
は
、
般
二
O
才
以
下
が
多
く
、
例
え
ば
「
な
か
や
」
に
残
る
宿
帳
か
ら
は
、
九
才
か
ら
七
三
才
ま
で
ば
ら
つ
き
が
見
ら
れ
る
が
、
(
阻
)
以
上
が
二
O
才
未
満
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
そ
の
八
割
次
に
、
聞
き
取
り
調
査
よ
り
得
ら
れ
た
資
料
を
中
心
に
、
同
且
拝
の
典
型
的
な
形
態
を
ま
と
め
る
こ
と
に
す
る
。
勿
論
そ
の
形
態
は
、
た
す
こ
と
に
す
る
。
尚
、
で
き
る
だ
け
イ
γ
フ
ォ
l
マ
γ
ト
の
こ
と
ば
そ
の
も
の
を
引
用
し
て
幅
を
持
カ
ッ
コ
内
は
イ
ン
フ
ォ
l
マ
γ
ト
の
住
所
及
び
そ
の
登
拝
年
で
あ
る
(
年
号
に
つ
い
て
は
、
明
治
を
M
、
時
代
に
よ
り
、
地
域
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
た
め
、
大
正
を
T
、
昭
和
を
包
と
略
記
す
る
)
。
登
拝
時
期
は
、
い
ず
れ
も
八
月
を
中
心
と
し
た
夏
季
で
あ
っ
た
が
、
登
拝
に
先
立
ち
、
出
発
の
何
日
か
前
か
ら
同
行
の
者
と
共
に
、
産
土
神
、
寺
、
簡
堂
等
で
お
簡
り
す
る
所
が
多
か
っ
た
。
そ
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
一
日
(
弥
平
四
郎
Q
山
口
)
、
果
て
は
お
寵
り
な
し
(
大
玉
T
M
)
と
い
っ
た
も
の
も
見
ら
れ
た
。
こ
の
際
指
導
一
週
間
(
会
津
高
田
工
1
他
)
が
多
か
っ
た
が
、
一
一
一
日
〔
新
鶴
包
3
)、
に
あ
た
っ
た
の
は
、
普
通
先
導
で
あ
っ
た
が
、
い
な
い
場
合
に
は
、
登
拝
経
験
の
あ
る
者
が
代
理
を
勤
め
て
い
た
。
彼
ら
の
指
導
は
、
登
拝
に
関
連
し
た
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
及
ぶ
が
、
中
で
も
、
次
に
あ
げ
る
祝
詞
は
必
ず
覚
え
さ
せ
ら
れ
た
と
い
う
。
あ
や
に
あ
や
に
く
す
し
く
た
っ
と
、
い
い
で
の
や
ま
の
か
み
の
み
ま
え
に
お
ろ
が
み
ま
つ
る
ま
た
こ
の
期
間
中
、
近
く
の
川
平
池
に
注
連
織
を
張
り
、
そ
こ
で
水
垢
離
を
と
っ
た
。
そ
の
回
数
は
、
一
日
数
回
と
い
う
の
が
多
か
っ
た
が
、
中
に
は
「
飯
豊
の
山
は
ウ
ソ
や
盗
み
を
嫌
う
」
か
ら
と
、
一
日
中
、
折
に
触
れ
て
は
水
垢
離
を
と
り
、
徹
底
的
に
綴
れ
を
浄
め
た
所
も
あ
っ
た
(
新
鶴
士
3
)。
但
し
、
こ
こ
で
も
ま
た
、
水
垢
離
を
全
く
と
ら
な
い
所
も
見
ら
れ
た
(
湯
川
S
8
1
こ
の
間
の
食
物
に
関
し
て
は
、
多
く
は
女
手
を
使
わ
ず
、
別
火
を
用
い
、
生
臭
物
を
禁
じ
て
い
た
。
さ
ら
に
中
に
は
、
最
後
の
一
目
、
或
い
は
三
日
を
穀
断
ち
す
る
所
も
あ
っ
た
(
新
鶴
S
3、
会
津
高
田
M
U
)。
登
拝
時
の
服
装
は
、
多
く
の
も
の
は
、
会
津
地
方
の
い
わ
ゆ
る
死
装
束
と
同
じ
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
白
足
袋
に
白
脚
幹
、
白
股
引
に
白
嬬
祥
と
い
っ
た
白
装
束
で
、
後
に
実
際
、
死
装
束
と
し
て
使
わ
れ
た
と
も
い
わ
れ
る
。
そ
の
他
、
「
着
ゴ
ザ
L
を
持
ち
、
首
か
ら
は
米
と
十
文
銭
を
混
ぜ
て
入
れ
た
「
頭
陀
袋
」
を
下
げ
た
。
頭
に
は
、
「
同
行
何
人
」
と
書
い
た
「
菅
笠
」
を
か
ぶ
っ
た
り
(
金
山
岳
信
仰
の
構
造
九
。
山
t
l等
)
、
「
カ
γ
ム
リ
」
、
「
ハ
チ
マ
キ
」
と
称
し
て
、
長
い
白
布
を
頭
に
ツ
ノ
を
出
し
た
よ
う
に
巻
い
て
行
く
所
(
磐
梯
s
m等
)
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
昭
和
に
入
っ
て
か
ら
の
登
拝
で
は
、
白
ズ
ボ
ン
を
は
い
て
〔
会
津
高
田
a
m等
)
と
か
、
普
段
着
で
(
会
津
坂
下
s
m等
)
と
い
っ
た
服
装
の
簡
略
化
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
出
発
前
に
は
、
産
土
神
で
道
中
安
全
を
祈
願
し
、
徒
歩
、
馬
、
汽
車
等
、
時
代
に
よ
り
手
段
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
が
と
に
か
く
山
都
ま
で
行
き
、
そ
こ
か
ら
徒
歩
で
一
ノ
木
を
目
指
す
こ
と
に
な
る
。
一
ノ
木
の
定
宿
で
一
泊
し
た
後
、
翌
早
朝
に
出
発
し
、
川
入
を
過
ぎ
る
と
い
よ
い
よ
山
道
に
か
か
る
。
山
中
で
他
の
登
拝
者
に
会
っ
た
場
合
、
登
る
者
は
「
良
い
時
の
御
参
詣
」
、
「
お
早
う
下
降
」
等
と
声
を
か
け
、
下
る
者
は
、
た
と
え
雨
で
も
「
お
山
晴
天
」
と
答
え
る
習
慣
が
あ
っ
た
と
い
う
。
山
中
に
あ
る
十
数
カ
所
の
末
社
方
ヒ
シ
ヨ
や
、
剣
が
峰
や
御
秘
所
と
い
っ
た
危
険
な
所
で
は
、
必
ず
前
述
の
祝
詞
を
あ
げ
な
が
ら
頭
陀
袋
に
入
れ
た
米
と
十
文
銭
を
撒
い
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
し
て
撒
い
た
十
文
銭
は
、
現
在
も
登
山
道
付
近
か
ら
発
見
で
き
る
が
、
御
秘
所
で
は
、
現
在
の
ん
l
ト
と
異
な
り
、
岩
壁
の
中
程
の
よ
う
や
く
足
の
か
か
る
程
度
の
道
を
通
っ
て
い
た
。
こ
れ
を
特
に
「
御
秘
所
駈
け
」
と
称
し
た
が
、
自
力
で
こ
」
を
通
れ
な
い
と
、
精
進
が
足
り
な
い
等
と
非
難
さ
れ
た
と
い
う
。
ま
ず
産
土
神
遥
拝
所
に
お
い
て
、
無
事
登
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
産
(剖
v
土
神
に
感
謝
し
、
そ
の
後
で
本
殿
に
お
き
先
の
祝
詞
を
三
唱
し
て
礼
拝
す
る
。
そ
の
際
祈
願
さ
れ
た
も
の
は
、
五
穀
豊
能
、
身
体
竪
途
中
の
山
小
屋
で
一
泊
し
た
後
山
頂
の
神
社
に
至
る
と
、
園
、
家
内
安
全
、
商
売
繁
昌
等
で
あ
っ
た
が
、
戦
争
が
近
く
な
る
と
、
時
代
を
反
映
し
て
武
運
長
久
が
加
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
(
会
津
坂
下
a
u等
〉
。
参
拝
を
済
ま
す
と
、
御
札
や
飯
茶
碗
等
の
御
土
産
を
買
っ
て
下
山
し
、
一
ノ
木
に
再
び
一
泊
し
て
打
上
げ
を
し
た
。
「帰
議裂
し、 tこ
」は
Tま
称す
し産
六事
数!モ
日 ユ事
問 主
義塁
打の
を御
し司し
て事
後 2
初 k
マτ
EE 
す a
z 解
説散
も T
E手
taS 
〉つ
♀ た
島由;
S. 
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等
一
部
で
は
、
「
あ
と
ど
お
り
」
、
tヰ
登
拝
の
構
造
以
上
、
登
拝
に
お
け
る
典
型
的
な
形
態
を
ま
と
め
て
み
た
。
こ
の
よ
う
な
形
態
は
、
一
般
的
に
は
時
代
と
共
に
簡
略
化
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
、
現
在
の
登
拝
の
場
合
、
必
ず
し
も
服
装
の
上
か
ら
そ
う
と
判
断
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
よ
う
に
し
て
現
在
も
行
な
わ
れ
て
い
る
登
拝
の
事
例
を
も
と
に
、
聞
き
取
り
調
査
の
資
料
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
飯
豊
山
登
拝
の
仕
組
み
を
探
る
こ
と
に
す
る
。
ま
ず
飯
豊
山
登
拝
は
、
そ
の
「
登
る
」
と
い
う
行
為
が
、
何
ら
か
の
目
的
の
た
め
の
手
段
と
し
て
為
さ
れ
る
場
合
と
、
「
登
る
」
こ
と
自
体
を
目
的
と
す
る
場
合
の
二
つ
に
分
け
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
更
に
、
前
者
は
そ
の
目
的
に
よ
り
、
豊
作
祈
願
の
た
め
の
も
の
と
、
通
過
儀
礼
の
た
め
の
も
の
と
に
二
分
さ
れ
る
。
以
下
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。
① 
他
の
目
的
の
手
段
と
し
て
の
登
拝
a 
豊
作
祈
願
の
た
め
の
登
拝
こ
の
登
拝
の
背
後
に
は
、
飯
豊
山
は
「
お
米
の
山
」
、
「
お
米
の
神
」
等
と
い
っ
た
、
す
べ
て
の
信
仰
圏
で
共
通
に
持
た
れ
て
い
る
認
識
が
、
殊
に
強
く
働
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
以
前
ま
で
、
こ
の
登
拝
は
「
飯
豊
講
L
、
「
十
三
講
」
と
呼
ば
れ
る
代
参
議
で
行
な
わ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
こ
の
講
は
、
毎
年
数
人
が
登
拝
し
て
御
札
を
受
け
て
く
る
他
、
年
て
二
回
(
一
、
入
、
十
一
、
十
二
月
の
十
三
日
の
う
ち
い
ず
れ
か
)
廻
り
持
ち
で
講
を
開
い
て
い
た
。
こ
の
講
の
多
く
は
家
単
位
で
加
入
す
る
た
め
、
登
拝
時
の
年
令
は
必
ず
し
も
十
代
で
は
な
く
、
二
十
代
以
上
も
多
く
見
ら
れ
た
。
講
結
成
の
契
機
と
な
る
も
の
の
一
つ
に
は
、
「
飯
豊
山
講
社
」
の
「
事
務
員
」
、
つ
ま
り
宿
屋
に
よ
る
御
師
的
な
登
拝
勧
誘
が
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
講
は
、
加
入
し
た
家
が
一
通
り
登
拝
を
終
え
る
と
解
散
す
る
、
五
年
か
ら
十
年
程
度
の
、
継
続
力
の
あ
ま
り
強
い
講
で
は
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
地
域
的
に
見
た
場
合
、
こ
の
登
山
岳
信
仰
の
構
造
拝
は
会
津
盆
地
内
か
ら
も
行
な
わ
れ
た
も
の
の
、
「
遠
く
の
神
は
有
難
い
が
、
近
く
の
神
は
有
難
く
な
い
」
(
大
玉
T
.
H
)
等
と
い
っ
て
、
直
接
飯
豊
山
を
望
見
で
き
な
い
中
通
り
地
方
か
ら
多
く
の
登
拝
者
を
集
め
て
い
た
。
し
か
し
前
述
の
如
く
、
講
社
の
機
能
停
止
と
共
に
、
講
組
織
に
よ
る
集
団
登
拝
は
少
な
く
な
り
、
現
在
そ
の
姿
は
ほ
と
ん
ど
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
但
し
、
こ
の
よ
う
な
講
組
織
で
は
な
く
て
、
個
人
的
に
行
な
わ
れ
る
登
拝
は
、
現
在
も
わ
ず
か
な
が
ら
行
な
わ
れ
て
い
る
。
性
格
上
そ
の
実
数
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
人
々
は
、
以
前
か
ら
毎
年
欠
か
さ
ず
登
拝
し
て
お
り
、
そ
の
形
態
は
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
信
仰
内
容
に
は
大
き
な
変
化
は
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
の
場
合
、
登
拝
の
最
大
の
目
的
は
山
頂
の
神
社
に
参
拝
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
際
に
は
、
五
穀
豊
能
を
中
心
に
、
そ
の
他
個
人
的
な
身
体
堅
園
、
家
内
安
全
等
が
祈
願
さ
れ
て
い
る
。
b 
通
過
儀
礼
と
し
て
の
登
拝
こ
の
登
拝
が
行
な
わ
れ
る
の
は
、
飯
豊
山
を
直
接
望
見
で
き
る
会
津
地
方
に
ほ
.
ほ
限
定
さ
れ
る
。
特
に
戦
前
ま
で
は
、
会
津
に
生
ま
れ
た
男
子
は
必
ず
登
拝
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
さ
れ
で
ド
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
会
津
地
方
に
お
い
て
は
、
こ
の
登
拝
を
済
ま
す
こ
と
が
若
者
組
加
入
の
条
件
と
さ
れ
、
ひ
い
て
は
社
会
的
に
一
人
前
と
見
な
さ
れ
る
条
件
で
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
を
裏
付
け
る
例
と
し
て
、
結
核
で
登
拝
で
き
な
か
っ
た
者
か
、
結
婚
を
前
に
し
て
「
死
ん
で
も
良
い
か
ら
」
と
い
う
悲
槍
な
決
意
で
登
拝
し
た
、
と
い
っ
た
話
が
残
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
一
種
の
一
克
服
式
と
見
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
笠
拝
は
家
族
に
と
っ
て
も
大
き
な
意
味
を
持
ち
、
登
拝
す
る
子
供
の
あ
る
家
で
は
、
登
拝
中
、
「
代
垢
離
」
、
「
助
垢
離
」
等
と
称
し
て
父
親
等
が
水
垢
離
を
と
っ
た
り
、
お
箆
り
を
し
て
道
中
の
安
全
を
祈
っ
て
い
た
。
貝
毒
時
の
年
令
は
当
然
低
く
、
十
代
半
ば
に
集
中
し
て
い
た
。
中
に
は
、
こ
れ
を
特
に
「
十
三
詣
り
」
と
呼
び
、
「
十
三
お
山
は
軽
い
」
(
新
鶴
T
3〕
等
と
称
し
て
十
三
才
に
登
拝
を
行
な
う
所
も
見
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
十
三
才
に
こ
だ
わ
る
所
で
は
、
「
干
支
が
一
巡
し
た
再
出
発
に
際
し
」
(
新
鶴
s
.
3
)、
「
十
三
才
の
厄
落
し
」
(
湯
川
5
8〕
と
言
っ
た
理
由
が
あ
げ
ら
れ
る
。
後
者
の
場
合
は
、
文
柳
津
の
虚
空
蔵
で
厄
除
け
を
祈
願
し
、
翌
年
登
拝
し
て
一
年
間
の
無
事
を
感
謝
す
る
」
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
他
地
域
に
は
、
逆
に
「
十
三
お
山
は
駈
け
る
な
」
(
会
津
坂
下
t
初
め
)
と
い
う
所
も
あ
り
、
そ
の
他
「
十
四
才
で
お
参
り
す
「
十
三
才
で
初
山
を
駈
け
、
る
な
」
(
弥
平
四
郎
S
口
)
、
「
農
村
男
子
十
五
才
に
な
っ
た
ら
登
れ
」
、
「
十
六
お
山
は
駈
け
る
な
」
(
北
会
津
S
幻
)
と
言
わ
れ
て
い
る
た
め
、
登
拝
時
の
年
令
に
は
必
ず
し
も
統
一
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
現
在
も
行
な
わ
れ
て
い
る
、
河
沼
郡
湯
川
村
笈
川
の
事
例
を
あ
げ
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
ま
ず
、
今
年
十
三
才
を
迎
え
た
中
学
一
年
生
や
、
都
合
が
悪
く
て
今
ま
で
笠
っ
て
い
な
か
っ
た
年
長
の
子
供
達
が
、
自
主
的
に
集
ま
り
、
話
し
合
っ
て
、
こ
の
部
落
に
住
む
先
導
、
大
関
健
次
氏
に
山
案
内
の
依
頼
を
す
る
。
出
発
に
際
し
て
の
お
籍
り
等
の
習
慣
は
一
切
な
く
、
産
土
神
に
道
中
安
全
を
祈
っ
キ
リ
ア
ワ
セ
て
か
ら
、
体
操
着
等
で
出
発
す
る
ロ
登
拝
ル
l
ト
は
一
ノ
木
口
で
あ
る
が
、
そ
の
日
の
夕
方
に
は
山
中
の
切
合
小
屋
に
着
き
一
泊
す
る
。
そ
し
て
、
翌
日
は
荷
物
を
残
し
た
ま
ま
、
空
身
で
頂
上
の
神
社
に
参
拝
し
て
く
る
が
、
「
御
秘
所
駈
け
」
等
は
行
な
わ
れ
な
い
。
神
社
で
は
、
身
体
竪
園
、
成
績
向
上
等
個
人
的
な
祈
り
が
祈
願
さ
れ
、
豊
作
守
護
の
熊
手
の
お
守
り
等
を
み
や
げ
に
買
っ
て
来
る
。
こ
の
日
も
文
、
切
合
小
屋
に
一
泊
し
、
夜
に
は
花
火
等
を
し
て
翌
日
下
山
す
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
現
在
の
登
拝
は
こ
こ
で
も
か
な
り
簡
略
化
さ
れ
て
お
り
、
林
間
学
校
的
な
感
が
な
い
で
も
な
い
。
実
際
、
子
供
達
の
行
な
う
登
拝
の
動
機
に
は
、
「
昔
か
ら
の
習
慣
」
と
い
う
他
に
、
「
先
輩
か
ら
、
遠
く
に
見
え
る
飯
豊
山
の
様
子
、
と
り
わ
け
夏
で
も
残
っ
て
い
る
雪
の
話
を
聞
い
て
」
と
い
っ
た
も
の
も
見
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
は
、
以
前
ほ
ど
明
確
で
は
な
い
が
、
「
登
拝
を
終
え
る
」
こ
と
は
依
然
と
し
て
意
識
さ
れ
て
お
り
、
社
会
的
規
制
力
を
持
つ
と
は
言
い
難
い
ま
で
も
、
通
過
儀
山
岳
信
仰
の
構
造
四
礼
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
② 
登
る
こ
と
自
体
を
目
的
と
す
る
登
拝
こ
の
登
拝
は
、
耶
麻
郡
山
都
町
木
曽
の
「
飯
豊
山
講
中
」
の
人
々
を
中
心
に
行
な
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
以
前
ま
で
の
講
社
は
昭
和
二
四
年
頃
か
ら
途
絶
え
て
お
り
、
現
在
の
講
中
は
そ
れ
と
は
別
組
織
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
登
拝
が
始
ま
っ
た
の
は
、
昭
和
四
九
年
か
ら
で
あ
る
が
、
そ
の
き
っ
か
け
は
、
以
前
ま
で
の
登
拝
の
最
後
に
参
加
し
た
人
々
が
、
四
二
才
の
厄
払
い
の
た
め
に
、
そ
の
復
活
を
し
よ
う
と
話
合
っ
た
こ
と
に
そ
の
端
を
発
す
る
。
こ
れ
ら
の
人
々
の
中
に
は
、
自
分
達
で
登
拝
が
終
り
、
後
輩
を
指
導
で
き
な
か
っ
た
負
い
目
の
よ
う
な
も
の
が
多
少
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
昭
和
四
九
年
の
夏
、
」
れ
ら
の
人
々
を
中
心
に
登
拝
が
実
現
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
お
寵
り
は
仕
事
の
都
合
上
省
略
し
た
が
、
白
装
束
そ
の
他
の
服
装
は
以
前
の
も
の
を
踏
襲
し
た
。
そ
し
て
、
出
発
前
に
は
産
土
神
で
お
放
い
を
受
け
、
山
中
で
は
、
末
社
平
山
頂
の
神
社
で
以
前
行
な
わ
れ
て
い
た
祝
詞
を
あ
げ
て
厄
被
い
を
祈
願
し
て
き
た
。
」
れ
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
こ
の
登
拝
は
、
形
態
的
に
は
以
前
の
も
の
と
大
き
な
違
い
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
報
道
さ
れ
る
と
、
以
前
登
拝
し
た
人
々
を
中
心
に
大
き
な
反
響
が
あ
り
、
「
次
の
機
会
に
は
是
非
参
加
し
た
い
」
と
い
う
声
も
聞
か
れ
た
。
ま
た
一
方
、
こ
の
時
の
参
加
者
の
中
か
ら
も
、
「
身
も
心
も
ひ
き
し
ま
る
感
慨
に
打
た
れ
た
の
で
、
ま
た
澄
ろ
う
」
と
い
う
声
も
あ
が
り
、
以
後
、
参
加
者
の
数
を
増
し
な
が
ら
こ
れ
が
続
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
二
回
目
以
降
の
登
拝
は
、
こ
れ
ら
力
に
挑
戦
す
る
と
い
っ
た
意
味
合
い
が
強
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
の
人
々
に
と
っ
て
は
、
山
頂
の
神
社
で
身
体
竪
圏
、
家
内
安
全
等
を
祈
願
す
る
と
い
っ
た
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
年
に
一
度
自
分
の
体
一
種
の
行
的
性
格
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
、
飯
豊
山
に
場
を
限
定
し
た
理
由
と
し
て
、
ま
ず
「
以
前
に
通
過
儀
礼
と
し
て
登
拝
し
た
経
験
が
あ
る
」
こ
と
、
ま
た
「
普
段
か
ら
望
見
し
て
敬
度
な
気
持
ち
で
慣
れ
親
し
ん
だ
山
で
あ
る
」
こ
と
、
そ
し
て
最
後
に
「
こ
の
あ
た
り
で
最
も
高
い
山
で
あ
る
」
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
山
に
、
行
的
意
味
を
持
っ
て
登
拝
す
る
こ
と
は
、
修
験
道
華
や
か
な
り
し
頃
の
行
者
の
笠
拝
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
」
こ
で
は
そ
れ
を
指
摘
す
る
こ
と
に
止
め
て
お
く
。
一
言
で
「
飯
豊
山
登
拝
」
と
い
っ
て
も
、
以
上
の
要
素
が
絡
み
合
っ
て
そ
の
形
態
を
な
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
①
の
a
の
場
合
、
「
月
山
、
羽
黒
山
は
金
の
山
」
(
大
玉
)
で
あ
る
の
に
対
し
、
「
飯
豊
山
は
米
の
山
」
(
同
)
と
い
っ
た
よ
う
に
、
登
拝
者
の
生
活
の
上
で
は
、
山
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
機
能
分
類
が
為
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
意
識
の
も
と
に
飯
豊
山
登
拝
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
①
の
b
の
場
合
は
、
「
磐
梯
山
は
子
供
の
う
ち
に
、
飯
豊
山
は
一
五
才
で
、
出
羽
三
山
は
二
一
O
才
に
な
っ
た
ら
」
(
北
会
津
)
と
か
、
「
二
才
で
フ
タ
ツ
ゴ
マ
イ
リ
、
一
三
才
で
柳
津
、
一
五
才
で
飯
豊
」
(
山
都
)
と
い
っ
た
、
社
会
的
に
定
め
ら
れ
た
、
人
生
の
通
過
儀
礼
の
一
つ
の
場
と
し
て
飯
豊
山
登
拝
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
②
の
場
合
は
、
飯
豊
山
に
対
す
る
敬
度
な
気
持
ち
ば
か
り
で
な
く
、
そ
れ
が
険
し
い
高
山
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
飯
豊
山
を
一
種
の
行
場
と
見
な
し
て
登
拝
が
行
な
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る。
と
こ
ろ
が
、
以
上
の
よ
う
に
様
々
な
理
由
か
ら
登
拝
す
る
人
々
が
、
飯
豊
山
に
対
し
て
抱
い
て
い
る
観
念
は
ほ
ぼ
同
一
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
具
体
的
に
は
「
お
米
の
山
」
(
弥
平
四
郎
等
)
、
「
お
米
の
神
」
(
湯
川
等
)
、
「
穀
の
神
」
(
新
鶴
)
、
「
農
業
の
神
の
住
む
所
」
(
山
都
)
等
と
な
り
、
「
飯
豊
山
L
が
山
を
さ
す
の
か
神
を
さ
す
の
か
と
い
っ
た
点
に
混
乱
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
「
農
業
守
護
に
関
与
す
る
」
と
い
う
点
に
お
い
て
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
神
社
に
紀
ら
れ
て
い
る
神
々
の
職
能
と
も
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
う
し
て
み
る
と
、
①
の
a
は
別
と
し
て
、
①
の
b
や
②
の
場
合
は
、
そ
れ
を
承
知
で
身
体
竪
固
や
成
績
向
上
等
の
祈
り
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
」
こ
に
は
、
い
わ
ゆ
る
「
有
難
い
も
の
な
ら
何
で
も
祈
る
」
と
い
っ
た
思
考
と
は
別
の
、
し、
山
岳
信
仰
の
構
造
五
，、
わ
ば
「
有
難
い
も
の
に
は
何
で
も
祈
る
」
と
い
っ
た
甲
霧
4
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
つ
ま
り
「
飯
豊
山
登
拝
」
は
、
教
義
上
或
い
は
社
会
的
通
念
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
、
「
飯
豊
山
」
の
職
能
を
前
提
と
し
た
上
で
、
現
実
の
信
仰
の
場
面
に
お
い
て
は
、
必
ず
し
も
そ
の
職
能
と
は
か
か
わ
り
を
持
た
な
い
も
の
を
も
包
摂
し
て
な
さ
れ
て
い
る
信
仰
現
象
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
四
む
す
ぴ
以
上
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
ま
ず
飯
豊
山
の
信
仰
史
を
管
理
面
か
ら
顎
説
し
た
。
こ
こ
で
は
、
特
に
「
飯
豊
山
神
社
」
の
時
代
に
、
例
え
ば
木
曲
目
の
御
獄
で
見
ら
れ
た
の
と
同
様
な
、
講
社
結
成
に
よ
る
近
世
ま
で
の
講
中
の
再
統
合
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
次
に
、
「
飯
豊
山
神
社
」
の
時
代
の
登
拝
現
象
に
論
点
を
絞
っ
て
そ
の
構
造
を
考
察
し
た
。
そ
の
際
分
析
の
基
準
と
し
た
も
の
は
、
信
者
の
信
仰
の
場
面
で
あ
る
「
登
拝
」
に
お
い
て
、
そ
れ
が
い
か
な
る
目
的
に
よ
り
な
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
点
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
観
点
か
ら
飯
豊
山
登
拝
を
見
た
場
合
、
登
る
こ
と
自
体
を
目
的
と
す
る
か
否
か
で
二
分
さ
れ
、
後
者
は
そ
の
目
的
に
よ
り
さ
ら
に
二
分
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
登
る
こ
と
自
体
に
重
き
を
置
く
か
否
か
は
、
行
者
の
登
葬
と
庶
民
の
登
拝
と
を
区
別
す
る
大
き
な
基
準
と
思
わ
れ
る
が
、
飯
豊
山
登
拝
か
ら
は
明
確
に
出
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
最
後
に
な
っ
た
が
、
本
稿
作
成
の
上
で
数
多
く
の
方
々
の
御
世
話
に
な
っ
た
。
中
で
も
、
一
ノ
木
の
渡
部
幸
次
氏
と
そ
の
御
家
族
、
故
田
中
新
八
氏
と
そ
の
御
家
族
、
田
中
新
一
郎
氏
、
日
中
の
上
回
亀
彦
氏
に
は
、
資
料
収
集
そ
の
他
で
多
大
な
御
世
話
に
な
り
、
ま
た
楠
正
弘
教
授
か
ら
は
、
示
唆
に
富
ん
だ
御
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
紙
面
を
借
り
て
深
く
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
(
一
九
七
九
・
一
二
・
二
O
)
(
l
)
 
「
山
岳
登
扉
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
修
行
の
一
つ
の
型
と
し
て
把
握
さ
れ
た
岸
本
英
夫
氏
が
多
く
り
論
稿
を
発
表
し
て
い
る
が
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
そ
れ
を
単
に
形
態
の
上
か
ら
「
信
仰
の
証
し
と
し
て
、
星
か
ら
登
っ
て
頂
上
の
神
社
を
拝
み
、
再
び
降
り
て
く
る
こ
と
」
と
考
え
て
お
く
。
こ
り
こ
と
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
飯
豊
山
信
仰
の
形
態
と
構
造
ー
ー
ム
宮
津
・
一
ノ
木
口
を
中
心
と
し
て
l
!」
(
研
究
報
告
要
旨
、
『
宗
教
研
究
』
第
二
四
二
号
、
昭
和
五
五
年
、
日
本
宗
教
学
会
)
参
照
。
国
土
地
理
院
発
行
の
地
図
に
よ
れ
ば
、
神
社
り
あ
る
白
は
頂
上
の
東
南
東
に
あ
る
こ
、
一
O
ニ
m
の
ピ
ー
ク
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
繁
雑
に
な
る
の
で
そ
白
区
別
は
無
視
し
て
お
く
。
但
L
、
神
社
側
で
は
神
社
の
地
を
頂
上
と
主
張
し
て
い
る
。
『
福
島
県
史
』
第
一
一
一
巻
、
四
四
0
1四
四
一
頁
容
照
。
『
続
々
群
書
類
従
』
第
八
地
理
部
、
九
O
ニ
頁
参
照
。
但
し
、
本
書
で
は
「
五
権
現
」
と
あ
っ
た
が
、
会
津
市
立
図
書
館
蔵
の
写
本
を
参
照
し
て
、
こ
こ
で
は
「
五
社
権
現
」
と
し
た
。
『
会
津
鑑
』
(
会
津
市
立
図
書
館
蔵
)
に
よ
る
。
尚
、
教
義
的
に
は
「
薬
用
」
で
は
な
く
て
「
業
用
」
と
思
わ
れ
る
が
、
田
中
新
八
宅
に
残
る
版
木
に
も
「
薬
用
」
と
出
て
い
る
た
め
本
稿
で
は
そ
の
判
断
を
保
留
し
て
お
〈
。
『
会
津
正
統
記
故
害
』
(
会
津
市
立
図
書
館
蔵
)
に
よ
る
。
明
治
三
八
年
作
の
も
の
で
、
現
在
、
復
刻
し
た
も
の
を
山
頂
小
屋
で
販
売
し
て
い
る
。
一
ノ
木
の
渡
部
幸
次
宅
に
は
慶
応
二
年
に
信
者
の
奉
納
し
た
弘
法
大
師
像
が
残
さ
れ
て
い
る
。
『
会
津
旧
事
雑
考
』
(
「
会
津
資
料
殺
害
』
下
巻
、
歴
史
春
秋
社
、
昭
和
田
八
年
所
収
)
に
よ
る
。
『
村
史
な
か
つ
が
わ
』
=
一
七
二
頁
。
『
新
編
会
津
風
土
記
』
巻
之
三
十
。
雄
山
間
、
昭
和
七
年
に
よ
る
。
「A
E
津
藩
家
世
実
紀
』
、
吉
川
弘
文
館
の
う
ち
、
例
え
ば
、
寛
文
十
二
年
十
二
月
一
O
日
や
廷
宝
二
年
二
月
十
九
日
等
を
参
照
。
真
言
四
カ
寺
と
は
観
音
寺
、
自
在
院
、
弥
靭
寺
、
金
剛
寺
の
こ
と
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
『
会
津
藩
家
世
実
紀
」
元
禄
九
年
六
月
一
日
を
参
照
。
山
形
大
学
郷
土
博
物
館
町
三
浦
文
庫
蔵
の
文
書
に
よ
る
。
文
化
十
年
の
こ
と
と
い
う
。
圭
室
文
雄
「
神
仏
分
離
」
〔
『
日
本
人
と
宗
教
阻
近
代
と
の
解
遁
』
、
佼
成
出
版
、
昭
和
四
八
年
)
参
照
。
一
ノ
木
、
田
中
久
次
文
書
に
よ
る
。
東
北
大
学
図
書
館
、
狩
野
文
庫
蔵
。
こ
の
他
「
事
務
員
」
と
「
先
導
」
の
聞
に
、
五
百
戸
に
つ
き
一
名
「
社
長
」
を
置
い
て
い
た
が
、
実
在
し
た
記
録
は
見
て
い
な
い
。
「
講
社
ノ
綱
領
ヲ
総
轄
シ
講
義
ヲ
司
ル
」
と
い
う
役
職
で
あ
っ
た
が
、
現
実
に
は
適
任
者
が
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
〈
2
)
(
3
)
 
(
4
)
 
(
5
)
 
(
6
)
 
(
7
)
 
(
8
)
 
(
9
)
 
(
凶
)
(
日
)
(ロ)
〔
臼
)
(
は
)
(日〕
(
叩
山
)
〔
口
)
(
川
崎
)
(
印
)
山
岳
信
仰
の
構
造
七
例
え
ば
、
一
ノ
木
の
田
中
新
一
郎
文
書
の
『
明
治
廿
七
年
五
月
巡
回
地
方
を
ま
わ
り
、
配
札
し
て
い
た
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
女
性
の
場
合
、
信
仰
心
か
ら
と
い
う
よ
り
、
「
男
に
で
き
る
な
ら
自
分
も
」
と
い
う
つ
も
り
で
登
っ
た
も
の
と
い
う
。
井
関
敬
嗣
氏
〔
会
津
坂
下
町
)
の
御
教
示
に
よ
る
。
例
え
ば
大
正
一
=
一
年
に
は
、
山
三
郷
地
方
事
務
研
究
会
に
お
い
て
、
全
会
一
致
で
飯
豊
山
の
国
立
公
園
編
入
の
請
願
を
出
す
こ
と
に
決
定
し
た
。
ま
た
昭
和
三
年
に
は
、
飯
盛
山
保
勝
会
が
「
飯
豊
山
開
発
ニ
関
ス
ル
意
見
書
」
を
出
し
、
山
内
整
備
や
女
性
登
山
者
歓
迎
の
こ
と
等
に
つ
い
て
ま
と
め
た
。
左
の
表
参
照
。
現
在
、
山
頂
の
神
社
に
は
産
土
神
遥
拝
所
は
見
当
ら
な
い
。
こ
れ
は
、
一
時
飯
盛
山
神
社
の
神
主
を
兼
務
さ
れ
て
い
た
上
回
亀
彦
氏
の
御
教
示
に
よ
る
も
の
で
、
昭
和
初
期
白
話
で
あ
る
。
上
回
亀
彦
「
飯
豊
山
詣
」
(
『
あ
し
な
か
』
第
八
六
号
所
収
)
も
容
照
。
以
上
述
べ
て
き
た
形
態
は
、
近
世
の
文
書
に
出
て
〈
る
も
の
と
大
差
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
る
こ
と
に
す
る
。
飯
豊
山
信
仰
に
つ
い
て
述
べ
た
論
文
白
う
ち
に
は
、
こ
の
山
と
祖
霊
と
の
結
び
つ
き
に
触
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
が
(
例
え
ば
、
中
地
茂
男
「
飯
豊
山
の
修
験
道
」
『
東
北
霊
山
と
修
験
道
』
所
収
)
、
筆
者
の
調
査
か
ら
は
、
こ
の
点
は
見
出
せ
な
か
っ
た
。
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)
八
提
要
」
に
は
、
先
々
代
の
助
三
郎
氏
が
一
九
日
聞
か
け
て
中
通
り
100.0 計
